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98 号（2021 年 11 月発行）の記事要旨と参考文献 

参考文献はアクセスが容易になるように、できる限りネットへのリンクをつけたものにしています 
（特にPubMedアブストラクトへリンクできるよう） 
 

 
 

          
 

 

 

表紙のことば：静かに聖夜を祝う素朴な木のオーナメント。ローマの路地裏で見つけました。 
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p123 Editorial  Free  https://www.npojip.org/chk_tip/98-Editorial.pdf 

COVID-19用ワクチン：基本に立ち返ろう  
 
p124-129 

総説 

2021 年の年間テーマ：治療ガイドライン批判シリーズ（22） 
急性・慢性心不全ガイドラインは玉石混淆 
 利尿剤軽視は間違い、ACE阻害剤とβ遮断剤重視は適切      

                                                                     薬のチェック 編集委員会 
まとめ 

●心不全診療ガイドラインには2017年版（2017版）と2021年版（2021版）があります。 
●心不全では心臓のポンプ機能が低下しているために血液を全身に送れず、肺や全身に血液が溜まり（体液
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貯留）、横になるより座ると呼吸が楽（起坐呼吸）になります。心不全の90％超がこうした「うっ血性心不

全」です。その治療の基本中の基本が体から水とナトリウム（体液）を排泄させる利尿剤です。 
●「心不全の大部分がうっ血性であり、基本的治療はループ利尿剤」ということが、欧州の 2019 年ガイド

ラインで強調されています。急性心不全にループ利尿剤を二次選択薬剤とする2017版は間違いです。 
●慢性心不全の治療で、うっ血改善に必須の利尿剤（ループ剤）を排斥していること、ACE 阻害剤の代替

剤としてARBを推奨していること、ジギタリス剤を軽視していること、この３点も重大な間違いです。 
●しかし、ACE阻害剤とβ（ベータ）遮断剤、ミネラルコルチコイド受容体拮抗剤の利尿剤（MRA）を推

奨し、各種強心剤やカルシウム拮抗剤は推奨しないとしているのは、適切です。 
●2021 版で解説している新規製剤のイバブラジン、サクビトリルバルサルタンについては、必ずしも使用

を推奨しているわけではないものの、効力を過大評価し、害は過少評価です。SGLT2 阻害剤の解説では、

尿生殖器感染症や末梢動脈性疾患悪化などの害への警戒が希薄です。 
 
結論：急性・慢性心不全とも利尿剤を軽視しすぎている。慢性心不全の基本にACE 阻害剤とβ 遮断剤 

      としている点は評価できるが、新規製剤の評価は信頼できない。 
 

キーワード：ループ利尿剤、ミネラルコルチコイド受容体拮抗剤（MRA）、イバブラジン、サクビトリルバルサルタン、SGLT2阻害剤、ジギタ

リス、カルシウム拮抗剤、欧州心臓病学会 
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トルバプタン：心不全とSIADHにエビデンスは？ 

欧州は心不全・肝硬変への使用を承認せず 

                                         Prescrire International 2010 Vol.19 No.109 p197-199を参考に本誌がまとめと解説 

●抗利尿ホルモン（ADH、アルギニン・バソプレシン、または単にバゾプレッシンとも言い、すべて同義）は脳

から分泌され、腎臓で水の再吸収を促進し、血中ナトリウム値を調整します。 
●トルバプタン（商品名サムスカ、大塚製薬）はこの ADH の受容体に拮抗する物質で、日本では心不全と、抗

利尿ホルモン不適合分泌症候群（SIADH）、肝硬変などへの使用が承認されています。 
●欧州で、心不全への適応は承認されませんでした。非代償性心不全患者を対象としたランダム化比較試験（RCT）
で総死亡や再入院などを改善しなかったためです。 
●SIADHには、低ナトリウム血症患者を対象としたRCT中SIADH患者だけを対象とした部分集団で、プラセ

ボ群（P群）に比しトルバプタン群（T群）で有意に改善し、欧州でも承認されました。 
●有害事象は、低ナトリウム血症を対象とした４件の RCT 合計で、T 群で脱水のほか、吐血など消化器系の害、

心不全など心臓への害、糖尿病/高血糖が有意に多く、死亡もT群に多い傾向がみられました。 
●低ナトリウム血症の症状、特に精神神経系の障害の改善については不明です。 
●トルバプタンはCYP3A4で代謝されるため、薬物相互作用のリスクが大きいです。 
 
結論：心不全の長期予後改善に効果なし。SIADH患者に用いて血中ナトリウム濃度を上昇させるが、 

    出血や心不全、糖尿病/高血糖が有意に増え、死亡も逆に増える傾向がある。使ってはいけない。 
 

キーワード：ADH、非代償性心不全、低ナトリウム血症、総死亡、口渇、消化器障害、心障害、糖尿病、高血糖、CYP3A4 
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 各病態で使用する医薬品と投与経路の組み合せ の問題 

p136-137 

 

メマンチンで解離症状が起こる 
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4) Prescrire Editorial Staff " Esketamine - Spravato. "Treatment-resistant" depression: huge risks for uncertain efficacy'' Prescrire Int 2021; 30(222): 5-9. 
 
本誌解説の参考文献 
1) 薬のチェック編集委員会、メマンチン（商品名メマリー）：認知症に対して価値なし、2016:16(63): 3-6. 
2) 薬のチェック編集委員会、認知症用剤が保険対象外に：フランス政府、薬のチェック、2018:18(80) :146 
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抗体カクテル療法：入院を減らすが非常に高価 

キーワード：モノクローナル抗体、ロナプリーブ、NNTB、アナフィラキシー、呼吸困難、infusion reaction 
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5) 薬のチェック編集委員会、COVID-19の治療用剤バリシチニブ（商品名オルミエント）、薬のチェック、2021：21(96)：82-85 
6) 医薬・生活衛生局医薬品審査管理課、独立行政法人医薬品医療機器総合機構、ロナプリーブ審査報告書 
7) NHK、「抗体カクテル療法」 往診での使用は慎重に検討 厚生労働省（2021/9/16） 
  https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/medicine/detail/remedies.html 
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・RevMate の改定 

・ニボルマブ：発熱性好中球減少症 

・COVID-19 用RNA ワクチン：心筋炎・心膜炎 

・骨粗しょう症用剤：大腿骨以外の非定型骨折 
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編集後記 
★ある日の朝、ラジオから耳を疑うニュースが飛び込んできた。そろそろ起きようとしていた私

は、びっくりしてすっかり目が覚めた★米国テキサス州で妊娠６週目以降の中絶を禁止する州法

が９月1 日に施行されたが、権利擁護団体などが差し止めを求めている、までは知っていた★そ

れが、なんと、連邦地裁が同法の一時差し止めを命じていたものの、10 月８日、連邦控訴裁判所

は一時差し止め命令を無効とする判断を下した、という★妊娠６週目は胎児の心拍が検知できる。

それを理由に中絶を禁じるもので、「ハートビート（心臓音）法」ともいうらしい。妊娠を待ち望

んでいたり、妊娠したくなくて注意深く体調を観察していたりする場合はまだしも、妊娠６週目

だなんて、多くの女性は自覚しないと思う★みんなのやさしい生命倫理「生老病死」では「中絶

する、しないは女性自身が判断すること」としている。本誌が出る頃には、この州法が覆されて

いることを切に願う。（さ） 


